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IHE

IHEとは、「医療連携のための

情報統合化プロジェクト」



私が発表する今回の演題について開示すべきＣＯＩはありま
せん。

演題名： IHEチュートリアル「IHE概要」

筆頭演者名： 林 裕樹

第45回日本医療情報学連合大会
ＣＯＩ開示
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IHEを一言で言えば
「IHE」というと、以下のようなものを指します。
日本IHE協会が行っている標準化活動
IHEが作成している技術文書（テクニカルフレームワー
ク）等
IHEが作成している文書に書かれているデータフォーマッ
トや転送プロトコールなど

IHE活動は、複数の情報機器を接続する場合に、問
題になるデータの互換性を高める活動です。例えば、
CTの画像検査をして、メーカーが違う機器で画像
が表示できなかったら困ります。このようなことが
ないようにするのがIHE活動です。
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IHEは、もともとアメリカで起こった活動なので、英語のキーワードが多く、
わかりづらいですが、このキーワードを是非覚えて下さい。
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企画委員会
業務シナリオの検討

技術委員会
DICOM/HL7等で記述

ベンダが
各製品に実装

接続検証試験

IHE ソリューションを
デモ、教育

医療機関の要求仕様

ベンダの
技術

複数メーカによる情報システムを
利用し、運用上の問題を解決した
い医療機関（ユーザ）からの意見

サイクル（開発プロセス）

DICOM/HL7の
使い方説明書
IHEテクニカル
フレームワーク

コネクタソン

医療機関の要求仕様

人材育成：認定技術者試験
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• HL7 DICOM

•
•

•
IHE

(
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• システムを連携しなければ、IHEは効果少ない。

HIS

RIS

PACS
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規格制定団体IHE

標準規格
技術文書

(使い方を示す)
成果物

×○業務シナリオを
対象とするか？

接続テストは、規
定されていない

接続テストを行
い、結果を公開
している

接続テスト
®

®
Connectathon®
コネクタソン®
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RAD (Radiology)

PaLM (Pathology and Laboratory Medicine)

CARD(Cardiology)

PCD Patient Care Device) / Devices

RO (Radiation Oncology)
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IHEの成果物

（テクニカルフレームワーク）
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技術
定義書

統合プロ
ファイル１

アクタ

トランザク
ション

統合プロ
ファイル２

アクタ

トランザク
ション
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Technical 
Framework
分野別に編集

Integration profile
個別の業務に特化

したシナリオ
Actor &

Transaction
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統合プロファイル-3

統合プロファイル-2

IHEの技術的構造

統合プロファイル-1

アクタ A

アクタ B

アクタ C

アクタ D

トランザクション１

トランザクション２

トランザクション３

トランザクション５

トランザクション４

Domain（検討領域）
→テクニカルフレームワーク（技術文書）
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医事会計システム 放射線部門システム(RIS)

患者情報登録/送付 患者情報受信

患者情報登録/送付 患者情報受信
患者情報通知

これが「業務
シナリオ」Step1)「scope：実現したいこと」を決める

例：患者名が変更されたら通知したい。

電子カルテ(HIS)
患者名

Step2)機能を整理する

例：

Step3)機能間をどのように通信するか検討する

例：

「アクタ」

「アクタ」

「トランザクション」
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医事会計シス
テム

電子カルテシ
ステム

放射線部門
システム(RIS)

医用画像管
理システム

（PACS）

読影

レポート管理
システム

従来の情報連携

同じメーカのシステム
なら自動連携OK！

変更を口頭連絡

患者情報の変更発生！

各システム担当が変更

各システム担当が変更

変更を間違えると･･･

あれ！？同じ患者さ
んの情報のはずなの
に、カルテとレポート
で名前が違うぞ！！

外来で、病棟で
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医事会計シス
テム

電子カルテシ
ステム

放射線部門
システム(RIS)

医用画像管
理システム

（PACS）

読影

レポート管理
システム

IHEの手法を利用した情報連携
患者情報の変更発生！

フローに従い自動更新

患者さんの取り間違
いを防ぐことができて

安心！！

外来で、病棟で

フローに従い自動更新 フローに従い自動更新

フローに従い自動更新
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概念的な機能と情報のやり取り

IHEは情報の発生や流れを概念的に整理してガイドラインを提示しています。
施設が違っても、技術が進歩して機器が変わっても、本質的な情報の流れは普遍です。
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アクタ

アクタ

トランザ
クション
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•
Portable Data for Imaging

–




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アクタ

トランザクション

アクタ



大学病院（紹介先）

診療所（紹介元）

【検査室】

【サーバ室】

【外来】

CD作成

CD読込み

（ID変換、画像取込み）

検査実施
画像格納・管理

画像参照

【受付】

PDIのUsecase1-患者紹介

①紹介元の病院で実施した
画像検査の内容をCDに書

込み、紹介先の病院に持参
する。

②患者が持参したCDの画像

内容を自院で利用できるよう
加工し、格納・管理する。

PDI Disk

画像取込み

オーダ

患者登録

PDI-Portable Media Creator PDI-Portable Media Importer
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PETセンター

依頼医

PACS 

③CD作成 Patient 
Data

②検査を実施。

①依頼医は、画像検
査を高度検査機器を
もっている部門に依
頼する

④到着したCDを当院
のPACSに取り込み、

読影医がレポートを作
成する。

④検査結果とレ
ポートが依頼医
に通知される

読影医

PDI Disk

PDIのUsecase2-検査の委託

検査室
（PET）

PDI-Portable Media Creator

PDI-Portable Media Importer



IHE チュートリアル「ここまで進んだIHE –IHE UPDATE 2025 –」IHE チュートリアル「ここまで進んだIHE –IHE UPDATE 2025 –」 26



27IHE チュートリアル「ここまで進んだIHE –IHE UPDATE 2025 –」IHE チュートリアル「ここまで進んだIHE –IHE UPDATE 2025 –」

IHE-J Connectathon 2017.9.24-29
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統合宣言書

製品

ごとに

30
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、シールを貼ることが可能。
コネクタソンに合格したベンダーは、製品に
IHE準拠の証として、シールを貼ることが可能。

31

コネクタソンシール
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プロジェクタソンコネクタソン項目

特定の業務*（プロジェク
ト）に特化して、IHEプロ
ファイルを使用する

IHE統合プロファイル
（業務シナリオ）

準拠する
規格など

プロジェクトに参加する
ベンダ。完成品

すべてのベンダ。
プロトタイプ～完成品

対象

プロジェクト実施者がシ
ステム構築時に行う

日本IHE協会が年に一度
実施

実施形態

原則非公開公開結果の公
開

33

*特定の業務の【例】：A病院の臨床検査部門システム、国家プロ
ジェクトの画像共有システムなど
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導入時の仕様書の書き方
•

•

–
–

•
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【例】 と業務シナリオ のアクタ・トランザクション

36

【電子カルテ】

【RIS】

【PACS・
画像サーバ】

【撮影装置/Modality】

SWF-オーダ発行(Order Placer)

SWF-オーダ実施(DSS/Order Filler)

SWF-画像保管(IM/IA)

【画像VIEWER】

SWF-収集装置(Acquisition Modality)

SWF-進捗管理(PPSM)

SWF-エビデンス生成(Evidence Creator)

SWF-画像参照表示(Image Display)

①オーダ発行

④オーダ実施

④オーダ実施
②オーダ情報Q/R(Worklist)

③画像格納

⑤生成した画像格納

⑥画像Q/R

④(オーダ実施)

電子カルテ更新時の対象システム
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【例】導入時の仕様書記載 放射線部門

37

7-6 放射線診断部門システム

7-6-1 概要

本システムはIHE-J SWF・PAMテクニカルフレームワークに準拠したもの
であること。適合範囲を明記すること。

7-6-1-1

SWFは（１）ADT, (2) Order Placer, (3)DSS/Order Filler, (4)Performed 
Procedure Step Managerについて、PAMは(1)Patient 
Demographics/Encounter Supplier,(2)Patient Demographics/Encounter
Consumer について、サポートするトランザクションの詳細を明記すること。
その内容により、加点する

7-6-1-1a

IHE-Jテクニカルフレームワーク内のScheduled Workflowにおけるアクタと
してDepartment System Scheduler/Order filler, Performed Procedure Step 
Managerを最低限サポートするものであること。

7-6-1-2

7-6-6 診断レポート業務補助機能

IHEのRWFのDDS/Order Fillerのアクターを実装し、Procedure Scheduled, 
Procedure Update, Performed Work Status Updateのトランザクションをサ
ポートする場合は、詳細を明記すること。その内容により加点する。

7-6-6-1a
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後ほど、詳しい
説明があります。
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さらなるIHEの普及を目指し、 2019年よりIHE認定技術
者制度発足。その目的は、（１）IHEのよき理解者を増や

し、（２）医療機関でのシステムの構築と運用を支援で
きる人材の育成を図る。
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成果

40



IHE チュートリアル「ここまで進んだIHE –IHE UPDATE 2025 –」IHE チュートリアル「ここまで進んだIHE –IHE UPDATE 2025 –」 41

「医療情報標準化推進協議会」により選定された標準的な規格（HELICS指
針）について、厚生労働省の保健医療情報標準化会議における検討を経
て、順次厚生労働省標準規格として認定。国が実施する補助事業等を通
じて標準規格の普及を図る。

IHE関連の厚労省標準規格
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最適な医療の実現に貢献
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まとめ-1
 IHE(Integrating the Healthcare Enterprise) は、
複数の情報システムの接続を、HL7やDICOMのよ
うな既存の標準規格を利用して実現するためのガ
イドラインを示している。

 IHEが示すガイドラインは、Technical
Framework（技術定義書）という文書にまとめら
れている。

 Technical Frameworkには、Integration
Profile(業務シナリオ)ごとに、Actor(機能）と
Transaction(通信）が定義されている。

 IHEを利用/採用する際は、導入するシステムの要
件にあわせて必要な機能を選択すればよい。

48
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まとめ-2
日本IHE協会は、コネクタソン（プロジェクタソン）、
コネクタソンシール、認定技術者試験の推進、ベン
ダーロックインの排除などを通じて、医療情報システ
ムの相互運用性の向上させる。

 IHE活動の意義をよく理解して、組織のサステナビリ
ティを強化することが大切。

 IHEは最終的には、最適な患者ケアや健康増進に貢献し
ます。
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IHE

IHE

https://www.ihe-j.org/


